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若
越
郷
土
研
究
総
索
引
(
二
)

自
五
六
号
(
第
一
一
巻
一
号

至
一
四
五
号
(
第
二
五
巻
六
号

A 

号
別
総
目
次

巻

昭
和
四

数
字
は
各
巻
ご
と
の
通
し
頁
数

五
六
号

橋
本
左
内
の
洋
学
観

文
明
五
年
の
三
帖
和
讃

地
蔵
信
仰

若
狭
三
方
郡
の
年
中
行
事
と
そ

の
北
円
且
閉
山
(
一
一
)

高
浜
町
立
石
の
古
代
住
居
跡
に

つ
い
て

五
七
号

北

国

船

北

前

船

以

前

|

芭
蕉
と
坦
庵

書

評

越

前

の

民

話

新
刊
紹
介

泉
村
民
話
集
妙
春
夜
話

五
八
号

青
山
祭

伊永三
東江上

尚秀一
一雄夫

林
吉
田

'自
炊

万
禰
勇
太
郎

石
川
銀
栄
子

佐

久

高

士

斎
藤

槻
= 主主

斎
藤

槻
'"ゐ主邑 男

七五一

福
井
城
下
寺
社
資
料

廃
村
の
村
「
上
津
、
大
和
田
」

に
つ
い
て

書

評

豪

村

誌

五
九
号

若
狭
高
浜
の
年
中
行
事

飢
僅
の
村
落
史
料

法
雲
寺
蔵
「
尊
号
真
像
銘
文
」

に
つ
い
て

橘
曙
覧
の
伝
記
資
料
(
二
)

書

評

穴

馬

の

民

俗

六

O
号

浮
固
と
澗
役

橋
本
左
内
の
外
交
観
に
つ
い
て

の
一
考
案

忠
直
キ
リ
シ
タ
ン
説
批
判

山
本
正
伯
家
旧
蔵
福
井
県
医
学

関
係
資
料
に
つ
い
て

六
一
与
J

大
名
政
府

。四0 五七

若
狭
新
圧
の
手
強
唄

太
田
新
保
の
七
夕
行
事

巻

(
昭
和
四
二
) 松

原
佐桜
久井

杉

本

書

白
角
堅
次
郎

佐杉武
久原藤

万
禰
勇
太
郎

三
上
杉
原

斎
藤

W
-
E
・
グ
リ
フ
イ
ス

杉

原

丈

夫

訳

八

九

小

林

一

男

九

七

斎

藤

槻

堂

一

0
0

信
之

帯
万
高
土

高丈正
士夫典

丈一
夫夫

槻
堂

五

六
二
号
J

明
治
の
越
前
大
一
撲
に
つ
い
て

!
反
封
建
斗
争
の
解
明
を
中

、
し
こ
l
l

沖
の
石
(
遺
稿
)

六
一
ニ
ロ
す

由
利
公
正
の
富
国
策
に
つ
い
て

-
藩
政
改
革
の
財
政
面
を
中

、ハν
弔
」

l
l
f

蘭
医
藤
野
昇
八
郎
と
そ
の
一
族

大
野
地
方
の
宿
癒
「
湯
か
け
」

の
遺
風
に
つ
い
て

「
国
事
叢
記
」
中
に
観
ら
れ
る

和
蘭
甲
比
丹
献
上
物
考

今
は
な
く
な
っ
た
正
月
行
事
の

あ
れ
こ
れ

六
四
号

越
前
藩
の
強
兵
策
に
つ
い
て

海
防
対
策
と
洋
式
兵
器
工
業

を
中
心
に
!

快
傑
新
左
ェ
門
顕
彰
伝

書
評
川
端
太
平
著
「
松
平
春

巌
」
を
読
ん
で

六
五
号

横
井
小
楠
の
富
国
策
に
つ
い
て

四
七
五
一

五五
九三

六
四
六
七
六
九

七八七
三八

八
六

三
上
錦

一
夫
耕
三

三
上
斎
藤

槻一
堂夫

岩
治

勇

岩
治

勇

中
道
太
左
衛
門

三

上

一

夫

斎
藤
輿
次
兵
衛

佐
久

高
士

五一一九五八

五四
四一

五
九
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-
藩
政
改
革
の
路
線
設
定
へ

の
一
展
望
!

再
び
天
保
飢
径
と
餓
死
者
数
に

つ
い
て

↓ハムハロす

福
井
藩
解
剖
記
録
補
遺

高
浜
町
在
の
民
家
に
つ
い
て

斎
藤
徳
元
の
略
伝
及
ぴ
資
料

東
廻
・
西
廻
海
運
関
係
地
巡
行

回
想
記
|
「
日
本
海
海
運
史
の

研
究
」
の
紹
介
を
兼
ね
て
|
杉
本

鵬
翼
持
て
ど
も
師
は
氷
劫
に
帰

ら
ず
|
古
田
良
一
先
生
を
追

憶

し

て

|

六
七
号

幕
政
動
揺
期
の
諸
問
題
越
前

藩
の
財
政
難
を
中
心
に

書

評

丸

岡

町

史
巻

(
昭
和
四
二
一
)
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六
八
号

越
前
東
御
坊
と
百
ヶ
寺
騒
動

大
野
高
等
学
校
保
管
の
「
ド

l

フ
・
ハ
ル
マ
」
の
蘭
文
政
文

に
つ
い
て若

越
郷
土
研
究
総
索
引

上
佐
久

安桜竹
藤井内

i度
辺

三
上
佐
久

松
原

山
石
治

夫
高
士

武帯真
彦万一

寿慶一
夫
高
士

信
之

勇

ノ、

六
九
号

橋
本
左
内
の
農
民
観
に
つ
い
て

ー
農
民
層
分
解
の
視
角
よ
り
三
上

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵

「
福
井
県
史
料
蒐
集
目
録
」

の

紹

介

岩

井

七

O
号

斎
藤
徳
元
年
譜
考
若
狭
居
住
期

を
中
心
に
1

安
藤

漆
掻
き
出
稼
ぎ
の
人
数
に
つ
い

て

l
史
料
の
中
の
数
字
は
信

用
で
き
な
い
も
の
か

l

書
評
刀
繭
勇
太
郎
著
・
わ
が

郷
土
河
野
村

東
筆
先
生
御
墓
所
改
葬
に
お
も

、勺，

七八
七
九
三
九
八

。。0 
四

一
O
七

二
一
七

七
一
号

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵

J
福
井
県
史
料
蒐
集
目
録
」

の
紹
介
(
承
前
)

再
び
漆
か
き
出
稼
人
の
人
数
に

つ
い
て

武
田
元
明
の
最
後
に
つ
い
て

〔
お
尋
ね
〕

書
評
青
園
謙
三
郎
著
「
よ
み

八

刀
禰
勇
太
郎

佐
久

松
平

岩
井

杉
本
伊
佐
美

永
江

夫
ijL 武

彦
高
士

、
水
廿
皆
川

弘秀
雄

ノ、

も
の
福
井
史
」

七
二
号

幕
末
に
お
け
る
重
商
主
義
的
論

策
に
つ
い
て
|
福
井
藩
を
中

、1
u
，
」

l
l
l

増
補
海
上
砲
術
全
書
・
増
補
海

軍
砲
術
全
書
に
つ
い
て

七
三
号

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵

J
筒
井
県
史
料
蒐
集
目
録
」

の
紹
介
(
承
前
・
最
終
)

一
向
一
撲
史
料
断
簡
文
書
の
発

見
に
つ
い
て

立
碑
所
感

三
方
寺
に
つ
い
て

郷
土
史
の
研
究
き
か
え
社
会
科

の
研
究
衰
え
る
あ
る
社
会

科
研
究
会
を
傍
聴
し
て

l

四。七九

一
四
巻

(
昭
和
四
四
)

八
四

七
四
号

福
井
県
の
気
象
方
平
一
一
一
口
(
二

一
農
民
の
記
録
よ
り
み
た
る
明

治
初
年
の
改
革
と
そ
の
村
の

状
況

八
六

佐
久上

岩
治

山
石
井

今松松
井平原
長
太永信
郎芳之

刀
禰
勇
太
郎

藤
本

舟
沢

高
士

八
八

夫

八
九

勇

一O
五

ijL 

。
九三 O 六四

良
致

茂
樹

八
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若
越
郷
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総
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引
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七
五
号

南
蛮
外
科
栗
崎
家
系
譜
と
越
前

栗
崎
家
に
つ
い
て

京
都
と
高
浜
に
つ
い
て

七
六
口
す

日
能
一
座
の
百
韻
|
平
野
末
士
口

道
節
興
行
|

福
井
県
の
気
象
方
一
言
(
二
)

キ
リ
シ
タ
ン
研
究
の
検
討

地
域
開
発
と
遺
跡
の
保
護

七
七
号

明
治
初
年
越
前
大
一
撲
に
つ
い

て
(
上
)
ー
そ
の
経
過
と
特

質
の
解
明
を
中
心
に

京
都
今
小
路
常
楽
寺
と
越
前
と

の
関
係
に
つ
い
て

刊

行

紹

介

松

平

春

獄

七
八
号

西
街
道
に
お
け
る
塩
荷
の
宿
盗

に

つ

い

て

万

繭

勇

太

郎

九

三

若

越

に

お

け

る

人

身

御

供

考

斎

藤

槻

堂

一

O
四

カ

タ

ツ

ム

リ

の

方

言

藤

本

良

致

一

一

一

新
刊
(
近
刊
)
紹
介
邪
馬
台
国
の
研
究
不
忘
記

一
筒
井
市
史
一
内
外
海
誌
文
化
財
調
査
報
告

三

国

の

史

跡

・

名

勝

・

文

化

財

一

一

一

桜竹
井内

帯真
刀ー

石
川
銀
栄
子

藤

本

良

致

吉

川

侠

治

沼

弘上

夫

松
原

信
之

八

O
号

篠
尾
の
心
礎

明
治
初
年
越
前
大
一
撲
に
つ
い

て
(
下
)
ー
そ
の
経
過
と
特

質

の

解

明

を

中

心

に

三

上

一

夫

離

任

随

感

久

我

元

会

発

足

当

初

の

こ

ろ

佐

々

木

敏

訂

正

杉

原

丈

夫

新
刊
紹
介
福
井
県
地
域
史
研
究
考
古
福
井

越
前
若
狭
の
伝
説

八
一
号

和
泉
・
西
谷
民
俗
拾
遺

木
崎
家
の
考
察

黒
船
来
航
と
若
狭
湾
の
防
備
に

つ
い
て

八
二
号

野
尻
銅
山
と
地
方
産
業
(
大
飯

町
誌
の
一
コ
マ
)

中
井
積
善
の
印
章
考

八
三
号
J

四二
O 三

七
九
号

伊
藤
慎
蔵
と
大
野
藩

福
井
藩
初
期
の
知
行
高

一
五
巻

(
昭
和
四
五
)

六五五四
O 四 O 五

ノ、九八
二五

杉天
原野

野
村

赤石
見畝

桜
井

岩山
j合口

丈俊
夫也

英貞弘
之

帯
刀

勇久

府
中
鍛
冶
株
仲
間
の
統
制
・
融

和
機
能

ホ
オ
リ

海
辺
の
修
験
者
か
祝
部
。
に
つ
ウ
ワ

い
て
三
方
郡
美
浜
町
宇
波

セ西
神
社
を
中
心
と
す
る
神
事

と

民

習

|

八
四
号

若
越
の
聴
纏
師

福
井
県
の
気
象
方
言
(
三
)

「
荒
島
山
旧
宮
縁
記
」
に
つ
い

て

岩

治

勇

一

三

度

福

井

県

史

を

読

む

佐

久

高

土

新
刊
(
近
刊
)
紹
介
越
前
漆
器
梅
田
日
記

塙
保
己
一
検
校
百
五
十
年
祭
記
念
論
文
集

八
五
号

第
二
次
征
長
に
対
す
る
越
前
藩

の
動
向
に
つ
い
て
春
捺
の

論
策
を
中
心
に

若
狭
の
真
宗

二一九七八三
四

一
六
巻

昭
和
四
六

四
七
六一一

八
六
号

山
見
法

河
野
村
甲
楽
城
の
山
ア
テ

織
団
地
方
方
一
言
集

斎
藤

坪
内

藤杉
本本

武三
藤上

水藤杉
島本本

嘉
造

ハ五

三E
目

七
七

良寿
致

八
九
九
三

。。
四三

一O
六

正一
典夫

一
O
七

一
一
六

基良寿
致

六四一
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八
七
号

益
峰
之
譜

笠
松
一
夫
氏
の
想
い
出

織
団
地
方
の
一
言
葉
に
出
る
副
詞

形
容
詞

八
八
号

古
越
前
製
鉄
窯
の
研
究

「
福
井
県
福
井
医
学
校
規
則
」

に

つ

い

て

岩

治

勇

一

四

七

光

明

寺

村

白

山

神

社

の

由

来

記

早

津

良

規

五

三

近
刊
紹
介
杉
本
書
著
・
木
地
師
支
配
制
度
の
研
究

並

に

全

国

史

料

五

八

八
九
号

「
若
狭
名
田
荘
久
多
川
流
域
の

村
落
生
活
」
(
一
)

者
狭
の
神
社
文
書
目
録

書
評
福
井
県
地
域
史
研
究

(
二
号
)

九

O
号

松
平
文
庫
越
前
国
絵
図
(
慶
長

絵
図
)
の
研
究
(
二

河
野
浦
は
国
府
浦

書

評

西

藤

島

村

史

史九
一
号

織
田
町

85 

若
越
郷
土
研
究
総
索
引

久

保

雅

人

佐

々

木

敏

水
島

早
津

大杉
鹿本上

笠
松
斎
藤

佐
久

基良
規

久害
義夫

嘉重
造雄

八
一
一O
五

高
士

。
七

九
二
号

越
前
藩
の
挙
藩
上
洛
計
画
に
つ

い
て
1

横
井
小
楠
の
論
策
を

中

心

に

三

上

一

夫

節

分

そ

の

起

源

と

変

遷

刀

禰

勇

太

郎

書
評
杉
原
丈
夫
・
松
原
信
之
共
編

越

前

若

狭

地

誌

叢

書

上

巻

佐

久

九
三
号

松
平
文
庫
越
前
国
絵
図
(
慶
長

絵

図

)

の

研

究

(

三

)

笠

松

若
越
に
於
け
る
室
町
時
代
の
医

師
及
び
金
創
外
科
に
つ
い
て

(

二

竹

内

新
刊
紹
介
「
福
井
県
議
会
史
」

第

一

巻

の

刊

行

杉

本

九
四
号

古
代
製
鉄
窯
の
技
術
的
研
究

松
平
文
庫
越
前
国
絵
図
(
慶
長

絵
図
)
の
研
究
(
四
)

四九

波
多
野
家
の
先
祖

松
平
文
庫
越
前
国
絵
図
(
慶
長

絵
図
)
の
研
究
(
二
)

高
野
真
斎
と
真
斎
遺
稿

七

一
七
巻

(
昭
和
四
七
)

九
七五
二九

七
八

早
津

山笠
田松

早
津

笠
松

良
規

。
九

重
雄
誠
一

八六

高
土

重
雄

真喜
一
胃良

規
重
雄

一一」ノ、

九
五
巻

若
越
に
於
け
る
室
町
時
代
の
医

師
及
び
金
創
外
科
に
つ
い
て

(

一

一

)

虫
鹿
野
ノ
内
、
永
谷
集
落
|
経

済
構
造
の
分
析
|

推
せ
ん
の
こ
と
ば

「
日
本
海
海
運
史
の
研
究
し

の
復
刊
に
寄
せ
て

水
運
史
研
究
の
最
高
水
準
を

示
す
書

日
本
海
運
史
研
究
の
座
右
の

書
と
し
て

新
刊
・
近
刊
紹
介
三
方
郡
誌

継
体
天
皇
の
研
究

九
六
号

若
狭
名
目
荘
久
多
川
流
域
の
村

落

生

活

(

三

)

杉

本

書

福
井
県
に
関
す
る
文
献
(
二
)
白
崎
昭
一
郎

吉
崎
御
坊
跡
(
史
跡
指
定
調
室
回
)
武
藤
正
典

九
七
号

水
主
雇
入
れ
と
給
銀
そ
の
他

慶
長
越
前
国
絵
図
に
つ
い
て

O
笠
松
氏
に
対
す
る
反
論

や
ま
が
れ
こ
と
ば
集
(
こ

竹
内

杉
本葉

回

豊
田

石

井

謙

治

侍
承
文
義

七九
四
五

面
野

四
七

五
七

盆松
出原

真

ハ五

言等

八七
五五

i事
武

八
六

八
七
九
八

一
O
一

藤
志

一O
五

重喜信
之

一O
九

一
一
五
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若
越
郷
土
研
究
総
索
引
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書
評

継
体
天
皇
の
研
究

一
八
巻

昭
和
四
八

九
八
号

越
前
藩
に
お
け
る
統
一
国
家
論

の
展
開

l
左
内
・
小
楠
の
論

策
を
中
心
に

若
狭
名
田
庄
久
多
川
流
域
の
村

落
生
活
(
四
)

書

評

山

川

登

美

子

全

集

九
九
号

越
前
若
狭
近
世
歌
壇
史
資
料

(
上
)

西
林
坊
智
照
と
は
い
か
な
る
人

物
で
あ
っ
た
の
か

天
頼
軒
節
也
に
つ
い
て

一O
O号

朝
倉
孝
景
と
越
前
守
護
職

谷
野
一
栢
を
め
ぐ
る
朝
倉
の
医

学
考

朝
倉
と
大
野

「
朝
倉
英
林
壁
書
」
に
つ
い
て

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
の
保
存
と

展
望

書

評

越

前

若

狭

地

誌

叢

書

上上
杉杉
原本

辻
森

久高
保道

重
松

水宮岩
藤沢治

重河
松原

夫

一

夫

麦
骨支
夫

秀
英

日正
参信

明
久

虞岩勇
雄一

明純
久之

二四

一
O
一
号

徳
元
自
筆
本
『
塵
塚
誹
譜
集
』

書
誌
稿

ラ
テ
ン
語
・
オ
ラ
ン
ダ
語
医
学

小
辞
典
(
写
本
)

や
ま
が
れ
こ
と
ば
集
会
一
)

一
O
二
号

若
狭
新
庄
の
葬
送
習
俗

越
前
若
狭
近
世
歌
壇
史
資
料

(
下
)

や
ま
が
れ
こ
と
ば
集
(
三
)

書

評

徳

光

用

水

一
O
コ
一
号

浦
谷
国
助
氏
の
若
狭
に
於
け
る
文

化
的
な
動
き

敦
賀
朝
倉
景
豊
の
乱
と
教
E
R

(
宗
一
滴
)
に
つ
い
て

敦
賀
市
気
比
神
宮
H

お
砂
持
ち
H

の

神

事

に

つ

い

て

坪

内

や
ま
が
れ
こ
と
ば
集
(
四
)
盆
出

書

評

越

前

朝

倉

氏

と

心

月

寺

米

原

1¥ 一一九
六五四
三七七

一
九
巻

(
昭
和
四
九
)

六
七
七
二

一
O
四
号

延
宝
の
敦
賀
町
酒
作
り
桶
寸
法

安
藤

岩
治
盆
出中本

三盆辻
上出森

山
口

7k 
藤

武
彦

義勇
男

一義秀
夫英

一O
二

一
O
八

一
一
五

久

七

買ー

四

晋雲正
義

一
二
九

一一一一一一一

一
=
二
ハ

七

改
帳
に
つ
い
て

佐
伎
治
神
社
に
つ
い
て

上
戸
成
道
寺
の
創
立
年
代

や
ま
が
れ
こ
と
ば
集
(
五
)

一O
五
号

旧
大
野
藩
領
大
久
保
村
を
訪
ね

て

手
繰
城
山
古
墳
に
つ
い
て

盛
舜
上
人
の
墓

や
ま
が
れ
こ
と
ば
集
(
六
)

一O
六
号

越
前
回
分
尼
寺
の
位
置
に
つ
い

て
吉
宗
は
越
前
国
に
来
た
の
で
は

な
い
か
|
一
寺
社
古
文
書
よ

八七
一七

九
五

や
ま
が
れ
こ
と
ば
集
(
七
)

書

評

鯖

江

市

史

な

と

十

冊

芦
原
町
史

一O
七
号

越
前
藩
と
勝
海
舟
|
緊
迫
し
た

内
外
情
勢
へ
の
対
決
を
め
ぐ

っ
て

朝
倉
義
景
第
二
夫
人
近
衛
氏
に

就
て

中
道
太
左
衛
門

桜

井

帯

万

久

保

日

参

盆

出

雲

盆水山坂
出藤本田

斎
藤

三佐盆笹
上久出木上

久
保

六四一一

毒事異昭玉
治子

二九六一

嘉
造

七

一高義一
夫士治

五五四四
四一三 O

夫

五
七

日
参

九
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や
ま
が
れ
こ
と
ば
集
(
八
)

新
刊
案
内
幕
末
の
越
前
藩

一O
八
号

片
聾
記
の
著
者
伊
藤
作
右
ェ
門

に
つ
い
て

越
前
朝
倉
版
「
俗
解
八
十
一
難

経
」
の
版
木
(
各
版
木
の
記

載
事
項
に
つ
い
て
)

史
料
な
ら
び
に
悲
劇
的
史
伝
評

価
の
永
遠
性
「
新
田
氏
根
本

史

料

」

復

刊

に

よ

せ

て

千

々

和

美

郷

土

万

工

名

鑑

三

田

村

保

正

や

ま

が

れ

こ

と

ば

集

(

九

)

盆

出

雲

新
刊
案
内
越
前
藩
幕
末
維
新
公
明
日
記

拾
椎
雑
話
稚
狭
考

一O
九
号

明
治
期
福
井
県
製
糸
業
小
史

豪
農
商
層
に
よ
る
創
始
に
つ

い
て

親
驚
の
三
男
、
益
方
入
道
が
鯖

江
の
誠
照
寺
の
開
祖
に
な
っ

た
か

書
評
越
前
藩
幕
末
維
新
公
用

日
記

87 

若
越
郷
土
研
究
総
索
引

盆

出

禁

拾
椎
雑
話
稚
狭
考

伊
藤

岩
治

黒
崎

官同冶一上

正
斌

勇征
佑

正
信

一
O
六

夫

。 七七
/、

二
O
巻

(
昭
和
五

O
)

七
七

一一
O
号

文
久
三
年
の
張
紙
等
に
み
る
尊

援
派
の
動
向
1

『
文
久
三
亥

雑
記
』
(
松
平
文
庫
)
よ
り

i

朝
倉
氏
の
敦
賀
郡
支
配
に
つ
い

て
新
刊
紹
介
藤
野
垣
三
郎
著

「
日
本
近
代
医
学
の
歩
み
」

一
一
一
号

幕
末
・
明
治
初
期
の
「
振
舞
献

立
・
料
理
覚
L

に
て
庶
民
の

生
活
を
考
え
る
。

下
新
庄
医
王
山
薬
師
堂
と
仏
た

ち
の
縁
起

一
一
二
号

浅
羽
本
『
日
下
部
系
図
』
の

朝
倉
孝
景
の
事
蹟
に
つ
い
て

嫁
出
せ
酒
出
せ
若
狭
新
庄
の

唱
え
言
ー
ー

益
田
驚
の
「
護
符
の
名
競
」
に
つ

い
て
二

三

号

越
前
府
中
の
彫
刻
師
に
つ
い
て

八九八八
四七五

九
六

九
七

上
河
村

岩
治

坂
田

三
田
村
琢
美

泉林
官
同
道

森
田

夫
昭勇玉

子
義
博男

正
信

藤
則

八

蓬
来
配
に
つ
い
て

一
一
四
号

幕
末
の
越
前
藩
に
お
け
る
藩
政

改
革
の
民
富
論
的
視
点
に
つ

い
て

間
部
家
の
二
人
物

統
吉
宗
公
越
前
国
に
来
た
の
で

は
な
い
か

書
評
福
井
県
地
域
史
研
究
第

五
号
重
松
明
久
著
「
蓮
如
と
越
前

一
向
一
一
撲
」

一
一
五
号

六
呂
瀬
山
古
墳
と
そ
の
陪
塚

奥
田
家
切
支
丹
の
事

京
都
牛
痘
伝
苗
の
日
時
及
び
同

痘
苗
の
由
来
に
つ
い
て
笠

原
文
書
を
中
心
に
し
て

『
、
え
ち
ぜ
ん
・
わ
か
さ
』
創
刊

号
|
「
福
井
民
俗
の
会
L

新

発
足

九
四
C 

四五五
七

巻

昭
和
五

ノ、

一
六
口
守

慶
長
三
年
越
州
丹
生
北
郡
下
川

刀
繭
勇
太
郎

三

上

一

夫

杉
本
伊
佐
美

笹
木上上

土中
屋司

竹
内上

七九七
O 九

一
治

九

夫

九
五

夫

九
七

久照
雄世

0 九
五九

真

一

夫

八
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原
検
地
帳
に
つ
い
て

越
前
に
お
け
る
真
宗
の
発
展
と

真
宗
三
門
徒
派
に
つ
い
て

織
田
軍
の
一
侵
攻
路
に
つ
い
て

書
評
佐
久
高
士
著
・
近
世
農

村
の
数
的
研
究

一
一
七
号

「
大
野
屋
」
の
経
営
法
解
明
と

良
休
の
手
腕
に
つ
い
て
(
二
坂
田

鯖
江
藩
家
臣
団
関
係
史
料
目
録
-

並

び

に

解

説

竹

内

柿
谷
半
月
と
そ
の
狂
歌
に
つ
い

て

中

道

太

左

衛

門

一
一
八
号
J

大
野
盆
地
の
古
墳
時
代
(
前
篇
)

-
北
陸
に
お
け
る
地
域
研
究

妙
雲
院
日
承
聖
人

(
一
六
一
四
|
一
六
八
ご

書
評
鯖
江
藩
政
史
研
究
会
刊

政
午
紀
行
間
部
詮
勝
領
内

巡
見
の
記

一
一
九
号

明
治
、
大
正
県
歌
壇
の
苦
悶

雑
誌
「
光
」
の
発
刊

l

若
越
郷
土
研
究
総
索
引

88 

山
本

孝
衛

坪

内

晋

杉
本
伊
佐
美

上

夫
玉
子

信
夫

中
司

照
世

久
保

日
参

上

夫

辻
森

秀
芙

四九

寸
大
野
屋
」
の
経
営
法
解
明
と

良
休
の
手
腕
に
つ
い
て
(
二
)
坂
田

一
二

O
号

幕
末
の
大
野
・
越
前
両
藩
の
蝦

夷

地

観

関

連

的

把

握

を

中

、
し
こ
1
1
1

日
真
聖
人
と
若
越

書
評
福
井
城
下
も
の
が
た
り

松
ヶ
鼻
用
水
沿
革
史

一
二
一
号

朝
倉
貞
景
と
斯
波
義
寛
と
の
越

前
回
宗
主
権
を
め
ぐ
る
抗
争

に
つ
い
て

大
野
藩
の
蝦
夷
地
開
拓
の
概
要

(

一

)

一」
ノ、

三
上
久
保

七

上

七

松
原

天
野

五

巻

(
昭
和
五
二
)

四
七

一
一
一
一
一
与
J

勃
興
期
朝
倉
氏
に
関
す
る
こ
・

三
の
問
題
点

書
評
杉
原
丈
夫
著
・
若
越
民

話

の

世

界

三

上

一

夫

新
刊
紹
介
福
井
県
下
高
等
学
校
図
書
館
郷
土

資
料
総
合
目
録

一
二
三
口
す

白
崎
昭
一
郎

四
九

五

玉
子

日-
参夫夫

信
之

俊
也

五
九

鵜
殿
辻
子
戸
籍
帳
と
狐
ヶ
辻
子

戸
籍
帳
に
つ
い
て

池
田
紀
行

書
評
米
原
正
義
著
・
戦
国
武

士
と
文
芸
の
研
究

一
二
四
号

明
治
期
福
井
県
製
糸
業
史
(
続
)

ー
そ
の
「
職
工
事
情
し
を
め

ぐ

っ

て

黒

崎

山

村

の

社

会

構

造

(

ご

杉

本

一
二
五
号

山

村

の

社

会

構

造

(

二

)

杉

本

書

中

世

の

遺

跡

経

塚

武

藤

正

典

寸
カ
ン
コ
踊
り
し
に
つ
い
て
杉
本
伊
佐
美

一
二
六
日
す

御
泉
水
邸
「
養
浩
館
」
の
沿
革

に

つ

い

て

舟

沢

明

治

の

川

舟

に

つ

い

て

面

野

山

村

の

社

会

情

造

(

二

一

)

杉

本

書

評

鯖

江

市

史

第

五

巻

藩

政

史
料
編

H

鯖
江
藩
御
家
人
帳

(

上

)

舟

沢

一
二
七
号

鯖
江
市
立
待
古
墳
群
に
つ
い
て

ー
北
陸
に
お
け
る
地
域
研
究

八七
四一

九
四

九
五

。
七七八

中
道
太
左
衛
門

石

畝

弘

之

松
原

五九

信
之

五

書征
{右

三
七
四
六

七六五
一七七

寿藤茂
志樹

八八七
五一五

茂
樹

九。
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二

中

司

照

世

山

村

の

社

会

構

造

(

四

)

杉

本

寿

日

本

の

船

絵

馬

|

北

前

船

舟

沢

茂

樹

新
刊
紹
介
白
崎
昭
一
郎
著
「
埋
も
れ
た
王
国
」

古
代
を
追
う
人
々

二
三
巻

(
昭
和
五
三
)

89 

一
二
八
口
万

五
分
市
鋳
物
師
考
(
二

石
丸
八
郎
を
追
う
(
越
前
大
野

一
撲
続
稿
)

一
二
九
号

南
北
朝
期
に
お
け
る
守
護
権
力

構

造

(

二

斯

波

氏

の

被

官
構
成

朝
倉
氏
補
考

永
建
寺
の
無
学
和
尚

一一一一

O
号

福
井
藩
の
馬
術
の
系
譜
と
伊
藤

中家

南
北
朝
期
に
お
け
る
守
護
権
力

構
造
(
二
)
|
斯
波
氏
の
被

官
構
成

一
二
一
一
口
す

南
北
朝
期
に
お
け
る
守
護
権
力

若
越
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史
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史
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古
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光
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介
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鐘
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史
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史
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落
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史
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収
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燃
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。
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仲
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